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研究成果の概要（和文）：本研究ではトリプルネガティブ乳癌（TNBC）に対する有効な分子標的薬剤として、血
管内皮細胞増殖因子（VEGF）に対する抗体ベバシズマブに治療用の放射性核種（RI)を結合したRI標識抗体によ
るがんの治療を試みた。
ビオチン化抗体とその後のアビジン投与を用いることで、血中の放射能滞留を低減し、投与放射能を増やすこと
ができ、その結果として担がんマウスに対して高い治療効果を得ることに成功した。
以上の結果はアビジン投与を併用したY-90標識ベバシズマブ治療が、VEGF陽性のトリプルネガティブ乳癌の治療
に対する大きな可能性を有していることを示すものである。

研究成果の概要（英文）：The overexpression of vascular endothelial growth factor (VEGF) in varying 
types of solid tumor renders radioimmunotherapy (RIT) with the anti-VEGF antibody bevacizumab (BV) a
 promising treatment. To enhance RIT efficacy by increasing the radioactivity dose, we evaluated the
 ability of avidin to accelerate the blood clearance of yttrium-90 (90Y)-labeled biotinylated BV 
(90Y-Bt-BV) in a xenograft mouse model of triple-negative breast cancer (TNBC). The blood clearance 
enhancement effect of the avidin chase was demonstrated in the normal mouse studies. The avidin 
chase enabled an increase in the maximum tolerated dosein tumor-bearing mice and thereby improved 
the therapeutic effect. These results underscored the potential usefulness of 90Y-bevacizumab-RIT 
with the avidin chase for the treatment of VEGF-positive TNBC.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、有効な薬のないトリプルネガティブ乳癌に対する新たな治療薬開発の足掛かりとなるものであ
る。担がんマウスを用いた検討において、十分な治療効果が得られたことから、臨床研究や臨床応用が期待され
る。また、本研究で用いたアビジン-ビオチンシステムを用いた血液クリアランスを促進する手法は、他の薬剤
に対しても応用可能であると考えられ、学術的な意義も大きいものである。








